
 

 

 

 

 
１ 単元のデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元の目標 
・比の意味や表し方を理解し，数量の関係を比で表したり，等しい比をつくったりすることができる。 

【知識及び技能】 

・日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用いて数量の関係の比べ方を考察し，それを日常に生かすこと

ができる。                                  

【思考力，判断力，表現力等】 

・数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよ

さに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

３ 単元の評価規準 
評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価規準 

①２つの数量の大きさを比較し

その割合を表す場合に，簡単な

整数などの組を用いて表すこ

とを理解している。 

②数量の関係を比で表すことが

できる。 

③比の値を用いて，等しい比かど

うかを確かめられることを理

解し，等しい比をつくることが

できる。 

①２つの数量の関係を，比例の関

係を前提に，割合でみてよいか

を判断している。 

②日常の事象における数量の関

係に着目し，目的に応じて，図

や式を関連付けたり用いたり

しながら，数量の関係を比に表

し考察し，結論を導いている。 

①生活や学習に，比が活用できる

場面を見付けたり，生かしたり

しながら，比による数量関係へ

の着目の仕方に親しんでいる。 

②２つの数量の関係を捉える際

に，整数の組で捉えた方が，数

量の関係が見やすかったり，処

理がしやすかったりする場合

があるという比のよさに気付

いている。 
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単
元
名 

おいしい比で作ろう                         

単元について 
○本単元は,小学校学習指導要領算数内容Ｃ（２）イ（ア）

「日常の事象における数量の関係に着目し，図や式な

どを用いて数量の関係の比べ方を考察し，それを日常

生活に生かすこと。」を受けて設定されたものである。

この単元では，比の表し方や比の値，等しい比の意味

を理解するとともに，割合が比で表された問題を解決

することを通して，割合の見方・考え方を深めるとと

もに，生活や学習に活用しようとする態度を養うこと

をねらいとしている。 

○日常の事象における数量の関係に着目し，図や式など

を用いて数量関係の比べ方を考察し伝え合うことで

本校で育成を目指す資質・能力を育むことができる。 
 
 
 パフォーマンス課題について  

○本単元では，実際にクッキーを作るために分量を求め，５年生に分量の求め方を紹介するというパフォーマンス課題

を設定する。実際にクッキーを作るということは日常生活に結び付いており，児童の意欲を高め主体的に取り組める

課題である。また，比はどちらか一方を基準量とすることなく，整数の組として２つの数量の関係を捉えることがで

きるとともに，基準量を自分で選んで問題を考えていくことができる。そのため，量的イメージをつかみやすく，割

合を表す数が３つ以上になっても対応できるという良さがある。学習を関連付けてパフォーマンス課題を解決してい

くことで思考力，判断力が育成され，考察したことを式と図を用いて分かりやすく紹介することで表現力が育成され

ると考える。 

思考を深める指導のポイント 

○１つの表現だけでなく，線分図や関係図など複数の方法で解決させ，それらを関連付けて説明する中で量的イメージ

をつかませる。また，グループで考えを伝え合い比較したり，関連付けたりすることを通して，問題を解決するとと

もに考えを深めさせ，表現する力を付けていく。また，生活との関わりを意識させることで必要感をもって学習に取

り組めるようにしたい。 

 

児童の実態 

○本学級の児童は，１学期の分数×分数や分数÷分

数の学習で割合は整数だけでなく分数や小数で

も表せることを学習している。 

○文章からもとにする量・比べる量・割合にあたる

数量を読み取ることに対し抵抗を感じる児童が

多く，割合の問題で正確に立式できた児童の割合

は４割であった。また，図に表現して整理するこ

とができるようになってきたが，式と図を関連付

けて説明することが十分にできていない。 

○自分の生活と算数の学習が結び付いていると感

じている児童が少ない。 

 

 

男子 １３名   女子 １３名 

計  ２６名 

パフォーマンス課題の内容や，設定した経緯，理由について述べる。また，単元構成で特

に工夫したことや，逆向きに設計した利点について述べる。 

本校区の研究に沿ったもの具体的に書く。比較，関連，分類，根拠と理由など。 

児童生徒の実態の中で，課題であると述べたことに対して，どのような手立てをするのかを書くこと。 

客観的な数値をもとにしたデータを載せる 

○単元観 

○教材観（必要な教科は） 

○育成したい資質・能力に

ついて 

必ずリンクさせ，直結し

たものであること。 



４ 単元計画（全１０時間） 

次 時 学習内容 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

一 １ 

課
題
の
設
定 

 

比の意味とその表し方を

理解する。 

 ◎思①（ノート分

析，行動観察） 

 

２ 

 

 

パフォーマンス課題を知

る。 

学習の計画を立てる。 

   

二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

情
報
の
収
集 

比が等しいことと比の値の

意味を理解し，比の値を求め

る。 

 

○知②（ノート分

析） 

  

４ 等しい比の性質が分かり，

等しい比を見付ける。 

○知③（ノート分

析） 

  

５ 

 

比を簡単にすることの意味

とその方法を理解する。 

 

○知③（ノート分

析） 

  

６ 

 

小数や分数を使って比を表

し，その比を簡単にする。 

関連付ける 

 

○知①（ノート分

析） 

  

７ 

整
理
・
分
析 

一方の比からもう一方の比

を求める。 

関連付ける 

 

 ◎思②（ノート分

析，行動観察） 

 

８ 全体の数量を決まった比に

分ける求め方を考える。 

関連付ける 

 

 ◎思②（ノート分

析，行動観察） 

 

三 ９ 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

パフォーマンス課題に取 

り組む。 

・問題に取り組む。 

・図，式を関連付けて説明書

を作る。 

・ペアで伝える練習をする。 

比較する 関連付ける  

 
 

 ◎思②（パフォー

マンス課題） 

◎態①（行動観

察，ノート分

析） 

（
本
時
） 



 
学
級
活
動 

実 

行 
 
 
 
 
 
 
 
 

 求めた分量でクッキーを

試作する。 

   

 
総
合
的
な
学
習
の
時
間 

５年生に絵本とレシピを

紹介する。 

 

   

10 

 振
り
返
り 

 学習を振り返り，生活の中

で比を利用できる場面を見

つける。 

 ペーパーテストに取り組

む。 

◎知①②③（ペー

パーテスト） 

 

 

 

 ◎態①②（ノート

分析） 

※指導に生かす評価を行う代表的な機会については「○」を，その中で特に学級全員の児童の学習状 

況について総括の資料にするために記録に残す評価を行う機会には「◎」を付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習（本時７／１０） 

（１）本時の目標 

  比と一方の量から，もう一方の量を求める方法を考え，説明することができる。    

【思考・判断・表現】 

 

（２）学習の流れ 
     学習活動 

（○主な発問 ・予想される児童の反応） 
指導上の留意点 

   評価規準 

 （評価方法） 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の学習が，パフォーマンス 

課題とどうつながっているかを知る。 

 

２ 問題を知り，課題を見付ける。 

 

 

 

 

３ めあてをつかむ。 

 

 

 

４ 見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

５ 酢の量を求める。 

関連付ける 

○酢の量を求めるにはどうしたらいいで

しょう。比に着目し，図や式を関連付け

て考えましょう。 

・図を使って１にあたる量を求める。 

・比の両方の数に同じ数をかけてできる

比は元の比と等しくなることを使って

求める。 

・数は違っても，比の値が等しければ２つ

の比が等しくなることを使って求める。 

 

 

 

・パフォーマンス課題とのつながり

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整数の組として２つの数量の関係

を捉えさせ，どちらが多くなるか

検討を付けて量的イメージをつ

かませる。 

 

 

 

 

・ノートに自分の考えを式と図など

を関連付けて整理させる。その

際，これまでの学習の中のどの学

習を用いて求めたのかを書かせ

ておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の事象

における数量

の関係に着目

し，目的に応

じて，図や式

を関連付けた

り用いたりし

ながら，数量

の関係を比に

表し考察し，

結論を導いて

いる。 

【思・判・表】

（ ノ ー ト 分

析，発言） 

 比に着目して，一方の量からもう一方の量を求める方法を考え説明しよう。 

 油と酢の比を２：５にしてドレッシングを作ります。 

油を１５０ｍL にすると，酢は何ｇいりますか。 

学び合い①自分の考えをもつ 学び合い②関連付けながら思考する 



 

６ 板書計画 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

る 

 

 

 

６ 問題の求め方を出し合う。 

   

 

 

 

 

７ 話し合ったことを全体で共有する。 

関連付ける 

 

 

８ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

９ 適応問題に取り組む。 

 

 

10 振り返る。 

 

 

 

 

 

 

・グループで問題の解き方を出し合

い，それぞれの解き方を理解した

りアドバイスをしたりする。 

・タブレットに説明に必要な材料を

書きながら説明させる。 

 

・グループで話したことを他の班と

関連付けながら発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・酢の量を変えて求める。 

 

 

・本時で学習したことの中で，これ

からの学習に生かせることや生

活の中で生かせることを見付け

させる。 

一方の量からもう一方の量を求めるには，①比の１つ分を求める 

②等しい比の性質を使う③比の値を使うという方法がある。 

２組王！ランキングを作って，もっとクラスのことを知ろう 

○め  １目もりの大きさに気を付けて，見やすいぼうグラフをかこう。 

○ま  １番大きな数が，グラフにちょうど入るように１目もりの大きさをかえる。 

○め比に着目して，一方の量からもう一方の量

を求める方法を考え説明しよう。 

○ま 一方の量からもう一方の量を求め

るには，①比の１つ分を求める②等し

い比の性質を使う③比の値を使うと

いう方法がある。 

○問油と酢の比を２：５にしてドレッシングを

作ります。 

油を１５０ｍL にすると，酢は何ｇいります

か。 

 

油
２ 

酢 
５ 

酢が油より２倍以上多い 

○自式・図・説明 

 

１５０÷２＝７５ 

７５×５＝３７５ 

１５０÷２＝７５ 

５×７５＝３７５ 

比の値は 

１５０×
５

２
＝３７５ 

 

○ふ  

油

２ 

酢 

５ 
７５ 

 

２：５＝１５０：ｘ 

 

×７５ ×７５ 

 

 

２：５＝１５０：x 

５

２
 

学び合い③考えを広げたり深めたりする 

関連付ける 

５

２
 

 

× 
５

２
 

 

× 

関連付ける 

比の値 等しい比 １あたり 


